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リボッラ・ジャッラの名をもつ

地場品種、
レブラを再発見

Photo : Brda Home of Rebula (P99-101, 105)   Photo & Text : Isao Miyajima

スロヴェニアとイタリアにまたがる国境の丘陵地帯ブルダ。
いま、もっとも注目を集めている固有品種のひとつレブラ（リボッラ・ジャッラ）の故郷だ。

アルプスと地中海の影響を受ける特殊な微気候、傾斜の激しい丘陵、
際立ったミネラルを生むオポカ（ポンカ）土壌がほかにはない個性をもつワインを生む。
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ミ
ネ
ラ
ル
を
生
む
。
年
間
降

雨
量
を
お
も
な
産
地
と
比
較
す

る
と
ブ
ル
ダ
は
1
3
6
0
ミ

リ
、
ト
ス
カ
ー
ナ
は
9
2
0
ミ

リ
、ボ
ル
ド
ー
は
9
5
0
ミ
リ
、

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
は
6
5
0
ミ

リ
で
、
比
較
的
雨
の
多
い
産
地

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
赤
ワ

イ
ン
よ
り
も
白
ワ
イ
ン
向
き
の

産
地
だ
。
年
間
日
照
時
間
は

2
2
0
0
時
間
で
、
ト
ス
カ
ー

ナ
の
2
5
0
0
時
間
に
は
劣
る

も
の
の
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の

1
6
3
0
時
間
、
ボ
ル
ド
ー
の

1
2
0
0
時
間
よ
り
は
る
か
に

多
く
、
ブ
ド
ウ
は
充
分
に
成

熟
す
る
。
畑
の
仕
立
て
は
シ
ン

グ
ル
・
グ
イ
ヨ
が
多
く
、
湿

気
に
よ
る
病
害
を
避
け
る
た
め
に
、
フ
ラ

ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
よ
り
も
主
幹
が
高
い
。

　
最
重
要
品
種
レ
ブ
ラ
の
栽
培
面
積
は

3
8
1 

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
ブ
ド
ウ
畑
全
体

の
21
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
ほ
か

に
栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種
は
シ
ャ
ル
ド

ネ
、
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
・
ブ
ラ
ン
、
ピ
ノ
・

グ
リ
ー
ジ
ョ
、
ピ
ノ
・
ビ
ア
ン
コ
、
ソ
ー

ヴ
ィ
ニ
ョ
ナ
ッ
セ
（
フ
リ
ウ
ラ
ー
ノ
）、

マ
ル
ヴ
ァ
ジ
ア
・
イ
ス
ト
リ
ア
ー
ノ
、
メ

ル
ロ
、
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
、
カ
ベ
ル
ネ
・

ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
、
カ
ベ
ル
ネ
・
フ
ラ
ン

な
ど
で
あ
る
。

　
今
回
の
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
で
は
13
の
生

産
者
が
そ
れ
ぞ
れ
1
種
類
の
レ
ブ
ラ
を
紹

介
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
2
0
1
0
年
ソ

コ
ッ
リ
オ
の
ブ
ド
ウ
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
も

ブ
ル
ダ
ワ
イ
ン
を
名
乗
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た（
逆
は
ま
だ
不
可
）。
　

　
ブ
ル
ダ
地
方
の
面
積
は
8
3
0
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
1
8
1
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
ブ

ド
ウ
畑
で
あ
る
。
46
の
村
が
あ
り
、

6
0
0
0
人
の
人
口
の
う
ち
ブ
ド
ウ
栽
培

に
従
事
し
て
い
る
の
は
8
0
0
人
だ
。
南

の
ア
ド
リ
ア
海
と
北
の
ア
ル
プ
ス
に
挟
ま

れ
た
産
地
で
、
海
風
と
山
風
の
影
響
を
受

け
、
昼
夜
の
温
度
差
が
激
し
い
。
傾
斜
が

急
（
平
均
斜
度
25
か
ら
30
度
）
な
の
で
栽

培
は
困
難
で
生
産
量
が
少
な
い
が
、
品
質

は
高
い
。
丘
陵
地
帯
な
の
で
当
然
、標
高
、

傾
斜
、
微
気
候
が
多
様
で
変
化
に
富
ん
で

い
る
。
特
徴
的
な
の
は
オ
ポ
カ
（
イ
タ
リ

ア
で
は
ポ
ン
カ
）
と
呼
ば
れ
る
泥
灰
土
と

砂
岩
が
重
な
っ
た
土
壌
で
、
6
0
0
0
か

ら
5
0
0
0
万
年
ほ
ど
前
に
海
中
で
形
成

さ
れ
た
も
の
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
多
く
含

む
。
こ
れ
が
ワ
イ
ン
に
感
じ
ら
れ
る
強
靱

ム
リ
エ
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ル
ー
カ
・

ガ
ル
デ
ィ
ー
ニ
が
コ
メ
ン
ト
を
す
る
と
い

う
形
で
進
め
ら
れ
た
。
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

は
2
0
1
7
か
ら
2
0
1
0
ま
で
幅
広

く
、
ワ
イ
ン
の
ス
タ
イ
ル
も
ス
テ
ン
レ
ス

タ
ン
ク
発
酵
の
も
の
、
樽
発
酵
の
も
の
、

ア
ン
フ
ォ
ラ
発
酵
の
も
の
、
果
皮
マ
セ
ラ

シ
オ
ン
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
な
ど
さ
ま

ざ
ま
だ
っ
た
。
イ
キ
イ
キ
と
し
た
酸
と
強

靱
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
共
通
し
て
い
る
の
で
、

ど
ん
な
醸
造
方
法
を
と
っ
て
も
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
心
地
よ
い
ワ
イ
ン
が
生
ま
れ
、
疲

れ
た
印
象
を
与
え
る
こ
と
は
皆
無
だ
。

　
ル
ー
カ
・
ガ
ル
デ
ィ
ー
ニ
は
「
レ
ブ
ラ

の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

タ
イ
プ
の
ワ
イ
ン
に
醸
造
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
。

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
は
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
味
わ
い
深
く
、
シ
ャ
ル
マ
方
式
で
も
瓶

内
二
次
発
酵
で
も
い
い
も
の
が
で
き
る
。

ス
テ
ン
レ
ス
タ
ン
ク
発
酵
に
よ
る
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
若
い
ワ
イ
ン
に
し
て
も
魅
力
的

だ
し
、
樽
発
酵
、
樽
熟
成
で
パ
ワ
フ
ル
な

ワ
イ
ン
に
仕
上
げ
て
も
み
ず
み
ず
し
さ
を

失
う
こ
と
は
な
い
。
レ
ブ
ラ
は
果
皮
が
厚

い
の
で
、
果
皮
マ
セ
ラ
シ
オ
ン
を
長
期
間

行
う
と
複
雑
で
興
味
深
い
ワ
イ
ン
に
な

る
。
多
様
な
ス
タ
イ
ル
を
許
容
す
る
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
な
品
種
」
と
コ
メ
ン
ト
。
長
期

熟
成
能
力
の
高
さ
も
特
記
す
べ
き
も
の

が
あ
る
。
静
か
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る

レ
ブ
ラ
の
潜
在
力
を
、
十
二
分
に
感
じ

る
こ
と
の
で
き
た
試
飲
会
で
あ
っ
た
。
　

　
17
世
紀
初
頭
に
建
て
ら
れ
た
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
様
式
の
面
影
を
残
す
美
し
い
屋
敷

ヴ
ィ
ラ
・
ヴ
ィ
ポ
ル
ジ
ェ
で
、
第
2
回
の

レ
ブ
ラ
・
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
が
開
催
さ
れ

た
。
レ
ブ
ラ
は
イ
タ
リ
ア
と
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
に
ま
た
が
る
ブ
ル
ダ
地
方
（
イ
タ
リ
ア

語
で
は
コ
ッ
リ
オ
）
の
固
有
品
種
で
、
イ

タ
リ
ア
で
は
リ
ボ
ッ
ラ
・
ジ
ャ
ッ
ラ
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

　
最
初
に
ブ
ル
ダ
地
方
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
と

レ
ブ
ラ
と
い
う
品
種
に
つ
い
て
、
概
論
説

明
が
行
な
わ
れ
た
。
ブ
ル
ダ
は
ス
ロ
ヴ
ェ

ニ
ア
の
南
西
に
位
置
す
る
丘
陵
地
帯
で
、

イ
タ
リ
ア
の
フ
リ
ウ
リ
州
東
端
に
あ
る

コ
ッ
リ
オ
と
ひ
と
つ
の
地
方
を
形
成
し
て

い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
政
治
的
理

由
で
国
境
が
引
か
れ
た
た
め
に
、
ひ
と
つ

の
地
方
が
ふ
た
つ
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
親
子
や
親
戚
が
イ
タ
リ
ア
と
旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
分
離
す
る
と
い
う

悲
劇
も
多
く
起
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
に
残
っ

た
生
産
者
が
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
に
畑
を
所
有

し
て
い
た
り
（
グ
ラ
ヴ
ネ
ル
は
そ
の
例
）、

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
に
組
み
込
ま
れ
た
生
産
者

が
イ
タ
リ
ア
に
畑
を
所
有
し
て
い
た
り
す

る
こ
と
も
多
く
あ
り
、
そ
の
た
め
に
冷
戦

時
代
は
特
別
許
可
を
も
ら
っ
て
国
境
を
越

え
て
栽
培
し
て
い
た
。
現
在
は
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
が
崩
壊
し
て
、
独
立
し
た
ス

ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
が
E 

U
に
加
盟
し
た
た
め
、

そ
の
よ
う
な
問
題
も
解
決
し
、
い
ま
は

個
性
あ
ふ
れ
る
ス
タ
イ
ル
が

語
る
、
レ
ブ
ラ
の
可
能
性

I t a l y

Udine

Gorizia

Trieste

A u s t r i a

C r o a t i a

SloveniaFriuli-Venezia-Giulia

Brda
ブルダ

Veneto

A d r i a t i c  S e a

Collio
コッリオ

（上）13種類のレブラを試飲する（コメ
ントは105ページ）。スタイルもヴィン
テージも異なるが、強烈な酸とミネラ
ルが共通した特徴で、際立った個性を
もつ。（右）前夜祭で陽気に騒ぐブル
ダの生産者たち。みんなが非常に素朴
でとても仲がいい。伸び盛りの産地の
勢いを感じさせる。（下）マスタークラ
スの講師を務めたルーカ・ガルディー
ニは、2010年のソムリエ世界チャン
ピオン。その鋭い試飲能力と独自の解
釈に定評がある。

マスタークラスに先立ってブルダとレブラについての
大まかな解説が行なわれた。会場のヴィラ・ヴィポル
ジェはルネッサンス様式の美しい屋敷。

さまざまなタイプのレブラ。左上から時計回りに、ク
レージー・レブラ、グリーン・レブラ、ゴールド（イエ
ロー）・レブラ、小さな実のレブラ。

国境の地ブルダはオーストリア＝ハンガリー帝国に属
したが、第一次世界大戦後にイタリアとなり、第二次
世界大戦はユーゴスラヴィア、そしてスロヴェニアと
歴史に翻弄され続けた。

（上）南に位置するアドリア海と北のアルプスに挟まれ
た美しい丘陵地帯ブルダ。イタリア側のコッリオと比べ
るとスロヴェニア側のブルダは傾斜が急で、よりアル
プスの影響を受ける。（左）泥灰土と砂岩が重なった
オポカ土壌はミネラルを多く含む。

実力派生産者が集った
レブラ・マスタークラス2018

ブルダ地方の生産者が集まり、レブラを紹介する興味深い試飲会
「レブラ・マスタークラス2018」が昨年に続いて今年も開催された。
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ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
最
大
の
生
産
者
協
同
組

合
ク
レ
ッ
ト
・
ブ
ル
ダ
が
あ
る
の
は
、
ド

ブ
ロ
ヴ
ォ
村
だ
。
組
合
が
創
設
さ
れ
た
の

は
1
9
5
7
年
の
こ
と
。「
第
二
次
世
界

大
戦
が
終
わ
っ
て
、
社
会
が
落
ち
着
い
て

き
た
の
で
、
地
元
農
業
を
発
展
さ
せ
る
た

め
に
組
合
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
」
と
話

す
の
は
、
醸
造
責
任
者
の
ダ
リ
ン
コ
・
リ

ボ
リ
カ
。
組
合
員
は
4
0
0
名
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ブ
ラ
の
表
情
を

引
き
出
す
地
域
の
雄

1
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
管
理
し
て
い
る
。

畑
は
す
べ
て
ブ
ル
ダ
に
あ
り
、
標
高
は
80

か
ら
3
7
0
メ
ー
ト
ル
。「
レ
ブ
ラ
（
畑

の
27
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
）
は
標
高

1
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
丘
陵
の
急
な
傾

斜
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
」。

　
品
質
を
支
え
て
い
る
の
は
畑
の
丁
寧
な

管
理
だ
。
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
農
林
省
の
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
畑
ご
と
の
面
積
、
土

壌
、
傾
斜
、
品
種
、
仕
立
て
な
ど
の
詳
細

な
情
報
を
管
理
し
て
い
て
、
栽
培
農
家
へ

の
指
導
に
役
立
て
て
い
る
。「
畑
が
広
大

な
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
イ
ン
に
適
し
た
ブ

ド
ウ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
強
み
で
す
」。

　
ワ
イ
ン
は
い
く
つ
か
の
ラ
イ
ン
に
て
、

う
ま
く
造
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。
レ
ブ
ラ

を
3
種
類
試
飲
し
た
。
ク
エ
ル
カ
ス
・
レ

ブ
ラ
2
0
1
7
は
ス
テ
ン
レ
ス
タ
ン
ク
醸

造
で
、
爽
や
か
で
ミ
ネ
ラ
ル
が
心
地
よ

く
飲
み
や
す
い
。
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
の
ク

ラ
ス
ノ
・
レ
ブ
ラ
2
0
1
4
は
ミ
ネ
ラ
ル

が
堅
固
だ
が
、
樽
か
ら
く
る
丸
み
に
よ

り
優
し
い
味
わ
い
と
な
っ
て
い
る
。
ト
ッ

プ
ラ
イ
ン
で
あ
る
レ
ブ
ラ
・
バ
グ
エ
リ 

　
向
か
い
の
丘
を
見
渡
す
と
、
そ
こ
は
も

う
イ
タ
リ
ア
の
コ
ッ
リ
オ
だ
。「
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
自
社
畑
の
う
ち
、
10
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
コ
ッ
リ
オ
に
あ
り
ま
す
。
ピ
ノ
・
グ

リ
ー
ジ
ョ
と
シ
ャ
ル
ド
ネ
は

コ
ッ
リ
オ
に
、
レ
ブ
ラ
は
傾
斜

が
急
な
ブ
ル
ダ
の
丘
に
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
樹
齢
60
年
近
い

古
木
の
畑
も
含
ま
れ
ま
す
」。

ワ
イ
ン
は
ブ
ル
ダ
・
ク
ラ
シ
ッ

レ
ブ
ラ
を
知
り
尽
く
す

伝
統
を
受
け
継
ぐ
栽
培
家

ク
、
そ
の
上
の
ク
リ
ュ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

そ
し
て
2
0
0
8
年
に
リ
リ
ー
ス
し
た

ト
ッ
プ
の
オ
ポ
カ
・
ク
リ
ュ
と
3
つ
の
ラ

イ
ン
に
分
か
れ
、
お
も
に
単
一
品
種
で
造

ら
れ
て
い
る
。
セ
ラ
ー
は
剥
き
出
し
の
オ

ポ
カ
に
囲
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ン
レ

ス
タ
ン
ク
、
木
樽
が
並
ぶ
。
レ
ブ
ラ
・
オ

ポ
カ
2
0
1
6
は
麝
香
、
ハ
ー
ブ
、
灌
木

な
ど
の
ア
ロ
マ
が
複
雑
で
、
ビ
ロ
ー
ド
の

よ
う
な
味
わ
い
だ
が
、
引
き
締
ま
っ
て
い

て
、
奥
に
強
い
ミ
ネ
ラ
ル
を
感
じ
さ
せ
る

偉
大
な
ワ
イ
ン
。
ブ
ル
ダ
と
レ
ブ
ラ
の
可

能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
。

2
0
1
3
は
熟
れ
た
洋
梨
や
マ
ン
ゴ
ー
の

ア
ロ
マ
を
も
ち
、
包
み
込
む
よ
う
な
味
わ

い
で
複
雑
だ
。
特
筆
す
べ
き
は
レ
ブ
ラ

85
パ
ー
セ
ン
ト
、
シ
ャ
ル
ド
ネ
15
パ
ー
セ
ン

ト
で
造
ら
れ
る
瓶
内
二
次
発
酵
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
の
バ
グ
エ
リ
・
コ
ン

テ
ッ
セ
。清
冽
で
勢
い
が
あ
り
、

ミ
ネ
ラ
ル
の
余
韻
が
と
て
も
長

い
。
世
界
最
大
の
レ
ブ
ラ
生
産

者
と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
て
造

ら
れ
た
レ
ブ
ラ
は
、
ど
れ
も
個

性
が
明
確
で
魅
力
的
だ
。

レブラの実直な造り手たち
ブルダには実直で素朴な生産者が多い。

最良の意味での農夫的メンタリティーがまだ残っている。
テロワールとスタイルは違えど、みんながレブラをとても大切にしている。

スロヴェニアの首都リュブリャ
ナで醸造学を学び、25年間に
わたりクレット・ブルダで働い
ている醸造家。近代的醸造のレ
ベルは高く、ワインはクリーン
だ。組合では優れた技術スタッ
フが1年を通じて組合員の農家
に栽培を指導しており、それぞ
れの畑に合った品種を植樹する
よう、キメ細かくアドバイスし
ているという。

ダリンコ・リボリカ
Darinko Ribolica

当主ストヤン・スチューレック
の5人息子のひとりで、醸造を
担当している。スチューレック
は国境に近いプレシーヴォ村に
あり、コッリオに10ha、ブル
ダに12haのブドウ畑を所有し
ている。

トマーシュ・スチューレック
Tomaž Ščurek

ブルダを代表するブドウ栽培
家。シムチッチ家は1860年か
ら5世代にわたり同じ畑でブド
ウ栽培を行なう。マルヤンは
1988年にワイナリーを継ぎ、
醸造所を建設、有機栽培に移行
した。ブルダのテロワールと固
有品種の力を信じ、それに忠実
にワインを造る。右は妻のヴァ
レリヤ・シムチッチ・カラン。

マルヤン・シムチッチ（左）
Marjan Simčič

オポカ土壌は泥灰土と砂岩でできて
いて、雨や日照によりもろく砕けて、
水捌けの良い土壌となる。

（左）年間生産量は600万本で、
ワインはいくつかのラインに分
かれて、さまざまな需要に対応
している。（右下）つねに革新を
怠らないクレット・ブルダはレ
ブラをオーク小樽で発酵させ、
果皮とともにマセラシオンする
試みにも挑戦。

（右）総生産量は12万本。そのうち
70％は白ワイン。白ワインの40％は樽
熟成を行なっている。（左）レブラを
手作業で除梗して、実の形を完全に保
ち、シャルドネのワインに入れてマセ
ラシオンを3年続けるという実験的ワ
インも造る。セラーでは2016ヴィン
テージが熟成中だった。

（右）ピンク色の屋根の向こうはイタ
リア。国境の村ツェグロにワイナリー
がある。スロヴェニア側のブルダの方
が、傾斜は急で標高が高い。（右上）
ワインが対流しながら熟成する卵形の
木樽を2014年から試している。最近
よく見かける卵型セメントタンクの木
樽版だ。

　
ブ
ル
ダ
で
レ
ブ
ラ
再
興
運
動
が
起
っ
た

の
は
、
1
9
9
0
年
前
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

ス
ト
ヤ
ン
・
ス
チ
ュ
ー
レ
ッ
ク
や
マ
ル
ヤ

ン
・
シ
ム
チ
ッ
チ
が
立
役
者
で
あ
っ
た
。

当
時
、
コ
ッ
リ
オ
で
は
ヨ
ス
コ
・
グ
ラ
ヴ

ネ
ル
ら
の
バ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
近
代
的
ス

タ
イ
ル
の
シ
ャ
ル
ド
ネ
や
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ

ン
・
ブ
ラ
ン
が
人
気
を
博
し
て
い
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
か
ら
だ

け
で
は
見
え
て
こ
な
い
大
き
な
潮
流
が
理

レ
ブ
ラ
主
体
の
ブ
レ
ン
ド
で

ブ
ル
ダ
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
を
表
現

解
で
き
て
興
味
深
い
。
ス
チ
ュ
ー
レ
ッ
ク

は
レ
ブ
ラ
主
体
に
し
た
ブ
レ
ン
ド
白
ワ
イ

ン
で
有
名
ワ
イ
ナ
リ
ー
だ
。

 

「
オ
ポ
カ
土
壌
は
ど
の
品
種
に
も
強
靱
な

ミ
ネ
ラ
ル
を
与
え
ま
す
。
レ
ブ

ラ
の
複
雑
な
ア
ロ
マ
と
力
強
い

酸
を
活
か
し
た
ブ
レ
ン
ド
で
、

さ
ら
に
テ
ロ
ワ
ー
ル
が
浮
き
上

が
り
ま
す
」。
ワ
イ
ン
は
塩
っ

ぽ
い
後
口
が
と
て
も
魅
力
的

で
、
開
く
ま
で
や
や
時
間
が
か

か
る
が
、
絶
対
に
待
つ
価
値
が

あ
る
。
意
欲
的
な
生
産
者
だ
。

Klet Brda
クレト・ブラダ

Winery.1 Brda

Ščurek
スチューレック

Winery.3 Brda

Marjan Simčič
マルヤン・シムチッチ

Winery.2 Brda
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S
lov

en
ia

 R
ebu

la

　
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
あ
る
コ
イ
ス
コ
村
は
、
プ

レ
ア
ル
プ
ス
に
近
い
。
1
5
0
〜
3
0
0

メ
ー
ト
ル
の
畑
は
、
ブ
ル
ダ
に
し
て
は
標

高
が
高
く
、
傾
斜
が
急
で
、
昼
夜
の
温

度
差
が
激
し
い
の
で
、
酸
が
強
く
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
ワ
イ
ン
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
特
徴

を
活
か
し
、
レ
ブ
ラ
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト

で
造
る
瓶
内
二
次
発
酵
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ワ
イ
ン
が
、
シ
ネ
フ
ィ
ネ
ス
だ
。
コ
ッ
リ

オ
の
ロ
ベ
ル
ト
・
プ
リ
ン
チ
ッ
チ
と
一
緒

に
造
っ
て
い
て
、
清
ら
か
な
酸
と
余
韻
の

長
い
ミ
ネ
ラ
ル
が
印
象
的
だ
。

高
標
高
か
ら
生
ま
れ
る

酸
を
活
か
し
た
造
り

　
ド
ブ
ロ
ヴ
ォ
か
ら
北
上
し
、
山
に
向
か

う
と
小
さ
な
村
ヴ
ィ
ス
ニ
エ
ヴ
ィ
ッ
ク
が

あ
る
。
こ
こ
は
レ
ブ
ラ
誕
生
の
地
と
さ
れ

る
。
こ
こ
で
1
7
2
5
年
か
ら
ブ
ド
ウ
栽

培
を
す
る
エ
ル
ゼ
テ
ィ
ッ
チ
家
は
、
ア
ン

フ
ォ
ラ
を
使
っ
た
ワ
イ
ン
で
有
名
だ
。
標

高
3
0
0
メ
ー
ト
ル
の
畑
は
、
ブ
ル
ダ
で

も
も
っ
と
も
高
い
も
の
の
ひ
と
つ
。
ア
ン

フ
ォ
ラ
で
7
カ
月
マ
セ
ラ
シ
オ
ン
を
行
な

う
ア
ン
フ
ォ
ラ
・
ベ
ロ
2
0
1
5
は
、
レ

ブ
ラ
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
で
造
る
デ
リ

ケ
ー
ト
な
オ
レ
ン
ジ
ワ
イ
ン
だ
。

レ
ブ
ラ
誕
生
の
地
で
醸
す

伝
統
あ
る
生
産
者

飽くなき探求と実験を続ける農
夫ヨスコは、自分の信じた道を
ずっと歩き続けてきた。ワイン
を試飲するときには穏やかな笑
顔になる。自社畑は15ha、そ
のうち40％はスロヴェニア側
にあり、冷戦時代も栽培を続け
てきた。造るワインの90％は
白ワイン。

ヨスコ・グラヴネル
Josko Gravner

1725年からブドウ栽培とワイン造り
を行なってきたエルゼティッチ家当主
で醸造家。わずか26歳だがフランス、
ドイツ、スペイン、イタリアで経験を
積んできた。

アンドレイ・エルゼティッチ
Andrej Erzetič 曾祖父フェルディナンドが始め

たワイナリーを、現在は彼が運
営している。リュブリャナ大学
生物工学部を卒業後、イタリア
側のトリエステでワインビジネ
スを学んだ。

マティアシュ・チェトルチッチ
Matjaž Četrtič

　
ヨ
ス
コ
・
グ
ラ
ヴ
ネ
ル
は
、
さ
ら
な
る

進
化
を
続
け
て
い
る
。「
こ
の
地
で
昔
か

ら
栽
培
さ
れ
て
き
た
品
種
だ
け
に
専
念
す

る
」
と
の
こ
と
で
、
人
気
の
ブ
レ
ッ
グ
も

2
0
1
2
年
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
を
最
後
に
生

産
を
中
止
、
白
は
リ
ボ
ッ
ラ
・
ジ
ャ
ッ
ラ

と
赤
は
ピ
ニ
ョ
ー
ロ
だ
け
に
な
る
予
定

だ
。「
ワ
イ
ン
造
り
は
建
築
と
同
じ
で
余

分
な
も
の
を
除
去
し
て
い
く
だ
け
で
す
」。

　
リ
ボ
ッ
ラ
・
ジ
ャ
ッ
ラ
2
0
0
8
は
透

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す

ワ
イ
ン
の
求
道
者

明
感
と
緊
張
感
に
あ
ふ
れ
、
静
謐
か
つ
活

力
に
満
ち
て
い
て
、長
期
マ
セ
ラ
シ
オ
ン
、

ア
ン
フ
ォ
ラ
醸
造
、
大
樽
長
期
熟
成
な
ど

の
技
術
面
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
が
馬
鹿

ら
し
く
な
る
ほ
ど
だ
。
瓶
熟
成
に
よ
り
さ

ら
な
る
高
み
に
到
達
し
て
い
る
。「
み
ん

な
に
気
に
入
ら
れ
る
ワ
イ
ン
で
は
な
い

が
、
私
が
お
い
し
い
と
思
え
れ
ば
そ
れ
で

い
い
」。
ブ
ル
ダ
で
も
流
行
を
追
っ
て
、

と
り
あ
え
ず
ア
ン
フ
ォ
ラ
や
果
皮
発
酵
に

よ
る
ワ
イ
ン
を
造
る
生
産
者
が
増
え
た

が
、
や
は
り
グ
ラ
ヴ
ネ
ル
は
ま
っ
た
く
違

う
次
元
の
ワ
イ
ン
だ
。

（上）今年から屋外にアンフォラを設置
することにして準備中。（右）キレイ
に除葉されたレブラの畑。収穫は遅く、
10月になる。

1週間前に収穫されたピノ・グ
リージョのアンフォラ内部。

畑には下草を生やしているのは、
オポカ土壌が失われるのを防ぐ
目的もある。

レブラ試飲ワインコメント
スタイルもヴィンテージもさまざまだが、

レブラの酸とオポカ土壌のミネラルが一貫して感じられる。
長い間熟成しても若 し々さとみずみずしさを完璧に保持している。

マスタークラス2018

ルメナ・レブラ 2017
メドット

Rumena Rebula 2017
Medot

樹齢35年以上のレブラから造ら
れるフレッシュなワイン。近代的
醸造によるクリーンなレブラ。ト
ロピカルフルーツのアロマとシト
ラスを感じさせる爽やかな味わい
が心地よい。

ルメナ・レブラ 2017
スチューレック

Rumena Rebula 2017 
Ščurek 

白い花、グレープフルーツ、セー
ジなどのフレッシュなアロマとイ
キイキとした酸。ミネラルの余韻
が長く続く。クリーンでフレッ
シュなレブラの魅力を充分に伝え
てくれる。

レブラ・ヴィスヴィク 2016 
イエルマン

Rebula Visvk 2016 
Jermann

スロヴェニアのブルダで栽培した
レブラで造るワイン。750Lのス
ラヴォニア・オーク樽で発酵、熟
成。パイナップル、洋梨、ライム
の豊かな香りとミネラリーで上品
な味わい。

レブラ・エポカ 2016
フェルディナンド

Rebula Época 2016 
Ferdinand

500Lのオーク樽で発酵、シュー
ル・リーで12カ月熟成。リンゴ、
マルメロ、ミントのアロマ。熟し
た果実とシャープな酸、そして強
いミネラル。樽熟成させたレブラ
の好例。

レブラ 2016
エディ・シムチッチ

Rebula 2016 
Edi Simčič

小樽熟成による近代的スタイルの
レブラ。熟した黄桃、マンゴのア
ロマにアニス、ハーブが混ざる。
ビロードのような口当たりだが、
酸とミネラルは強靱。非常によく
できたワイン。

ルメナ・レブラ 20 16
ドルフォオ

Rumena Rebula 2016 Dolfo

5時間果皮とマセラシオンしなが
ら発酵、ステンレスタンクで10
カ月熟成。パパイア、キウイの香
りに地中海ハーブが混ざる。みず
みずしい味わいで、かすかにス
モーキー。

レブラ 2016
ザヌット

 Rebula 2016 Zanut

ステンレスタンク醸造によるレブ
ラワイン。アプリコット、シナモ
ン、ミントの興味深いアロマ。厚
みがあり、シルキーな口当たり。
酸が強く、後口の塩っぽさが食欲
をそそる。

レブラ・オポカ 2015
マルヤン・シムチッチ

Rebula Opoka 2015 
Marjan Simčič

大樽で6日間は果皮とマセラシオ
ンしながら発酵。大樽で8カ月、
500Lのオーク樽で11カ月熟成。
ミントとハニーのアロマ、包み込
むような味わい、塩っぽい余韻が
長い。

 アンフォラ・ベロ 2015 
エルゼティッチ

Amfora Belo 2015
Erzetič 

アンフォラで7カ月長期マセラシ
オン、その後バリックで18カ月
熟成したレブラ。バラ、チェリー、
ショウガ、パプリカの複雑なアロ
マ、デリケートな味わい、堅固な
タンニン。

レブラ 2015
クリスティアン・ケーベル

 Rebula 2015
Kristian Keber

コッリオの生産者エディ・ケーベ
ルの息子クリスティアンがブルダ
で造る。果梗とともに1カ月マセ
ラシオン。700L木樽で2年熟成。
柑橘類のアロマとデリケートな味
わい。

レブラ・バグエリ 2013 
クレット・ブルダ
Rebula Bagueri 2013

Klet Brda

大樽発酵、大樽熟成。黄金色だが、
香りも味わいも驚くほど若々し
い。トロピカルフルーツ、レモン
の皮、甘いスパイス。広がりがあ
り、みずみずしく、メリハリの利
いた味わい。

リボッラ 2012
ラディコン

Ribolla 2012 Radikon 

2～4カ月果皮とマセラシオンを
行ない、3000L木樽で4年間熟成。
色合いは深みのあるオレンジ色、
柑橘類、紅茶、ハーブのアロマ。
シャープな酸と力強いタンニンが
特徴的。

リボッラ・ジャッラ 2010 
グラヴネル

Ribolla Gialla 2010
Gravner 

アンフォラで5～6カ月マセラシ
オン、さらに5～6カ月熟成。そ
の後スラヴォニア・オーク大樽で
6年熟成。透明感があり、繊細で、
堅固だが、デリケート。偉大なワ
イン。

Gravner
グラヴネル

Winery.4 Collio

Ferdinand
フェルディナンド

Winery.6 Brda

Erzetič
エルゼティッチ

Winery.5 Brda
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